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第１回笠松町議会定例会議決結果
（３月４日開会　３月１８日閉会）

第１号　専決処分の承認
　（専決第２号）平成２６年度笠松町一般会計補正予算
　　　補正額 ２,３００,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ７,７５３,８６０,０００円
　［主な補正内容］
　　平成２７年度から笠松小学校内に通級指導
教室を設置するため、教室の改修や備品などを
整備する費用の増額
第２号　人権擁護委員候補者の推せん
　　人権擁護委員 道家 嗣典 氏の任期が、６月
３０日をもって満了することに伴い、引き続き同氏を
推せんするため、町議会の同意を求めるもの。
第３号　笠松町歴史未来館条例
　　平成２７年６月開館の「笠松町歴史未来館」の
事業内容、使用料、運営方法などに関する所要
の規定整備
第４号　笠松町放課後児童クラブの設置及び

運営に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、放課後児
童クラブを運営することに伴う所要の規定整備
第５号　笠松町病後児保育の実施に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、病後児保
育を実施することに伴う所要の規定整備
第６号　笠松町保育の必要性の認定に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、保育の必
要性の基準その他必要な事項など保育給付の
支給認定に関する所要の規定整備
第７号　笠松町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の利用者負担に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、特定教育・保
育施設や特定地域型保育事業の利用者負担額
に関する所要の規定整備
第８号　笠松町地域包括支援センターの職員

等に関する基準条例
第９号　笠松町指定介護予防支援等の事業の人

員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準等を定める条例

　　「地域の自主性及び自立性を高めるための改
革の推進を図るための関係法律の整備に関す
る法律」に基づき、町が地域の実情に応じて自ら
の判断と責任により、条例で基準を定めることとさ
れたことに伴う所要の規定整備

第１０号　笠松町行政手続条例の一部を改正
する条例

　　行政手続法の一部改正により、法律に規定され
た要件に適合しない行政指導を受けたと思料する
場合に「行政指導の中止等」を求める申出制度が
創設されたこと、また、法令違反の事実を発見した
場合に、これを是正するための「処分等」を求める
申出制度が創設されたことに伴う所要の規定整備
第１１号　笠松町火葬場施設等整備基金条例の

一部を改正する条例
第１２号　笠松町火葬場、霊柩車及び墓地使用

料徴収条例の一部を改正する条例
　　町の霊柩車の運用廃止に伴う所要の規定整備
第１３号　笠松町国民健康保険条例の一部を

改正する条例
　　葬祭費の引き上げを行うことに伴う所要の規
定整備
第１４号　笠松町介護保険条例の一部を改正

する条例
　　第６期介護保険事業計画の策定に伴い、計
画期間（平成２７年度～２９年度）の保険料や介
護予防・日常生活支援総合事業の経過措置など
所要の規定整備
第１５号　笠松町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関す
る基準条例の一部を改正する条例

第１６号　笠松町指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準条例の一部を改正する条例

　　「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の
推進を図るための関係法律の整備に関する法律」に
より、厚生労働省令を基準として町で定めることとされ
た指定地域密着型（介護予防）サービスの基準につ
いて、同省令が改正されたことに伴う所要の規定整備
第１７号　笠松町企業職員の給与の種類及び基

準に関する条例の一部を改正する条例
　　平成２６年人事院勧告に基づく企業会計職員
の給与改定に関する所要の規定整備
第１８号　町道の路線認定
　　一般県道「東笠松停車場線（県道１９１号）」
の一部廃道に伴う町道認定

第１９号　平成２６年度笠松町一般会計補正予算
　　　補正額 ▲１０１,７５５,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ７,６５２,１０５,０００円
　［主な補正内容］
　・下羽栗日赤奉仕団、愛馬会、ぎふ農業協同組
合、大栄食品㈱からの指定寄附を社会福祉
基金に積立てを行う増額

　・緑町墓地と北及霊苑の墓地使用料収入の増に伴
い、火葬場施設等整備基金に積立てを行う増額

　・レジ袋有料化還元基金寄附を同基金に積立
てを行う増額　

　・その他事業完了に伴う契約差金など不用額の減額
第２０号　平成２６年度笠松町国民健康保険

特別会計補正予算
　　　補正額 ２３,３５４,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ２,８７３,４５８,０００円
　［主な補正内容］
　・保険財政共同安定化事業拠出金の減額決
定に伴う拠出費用の減額

　・その他事業精算などに伴い、財源の一部を国
民健康保険基金に積立てを行う増額

第２１号　平成２６年度笠松町後期高齢者医
療特別会計補正予算

　　　補正額 ２,６２３,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ２２２,８０６,０００円
　［主な補正内容］
　・後期高齢者医療広域連合納付金の額確定
に伴う増額

　・保健事業「ぎふ・すこやか健診」の受診者減に
伴う健診費用の減額

第２２号　平成２６年度笠松町介護保険特別
会計補正予算

　　　補正額 ５６,３２９,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 １,７００,９９４,０００円
　［主な補正内容］
　・居宅介護サービス費など保険給付費の増額
　・その他事業精算に伴う不用額の減額
第２３号　平成２６年度笠松町下水道事業特

別会計補正予算
　　　補正額 ▲２３,１００,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ９４２,８１８,０００円
　［主な補正内容］
　・木曽川右岸流域下水道維持管理負担金の
額確定に伴う減額

　・下水道工事による水道管の支障移転の増に
伴う工事費用の増額

　・その他事業完了に伴う契約差金など不用額の減額

第２４号　平成２６年度笠松町水道事業会計
補正予算

　　　補正額 ２,６０９,０００円
　　　補正後歳入歳出予算（予定）額 ５５４,６２１,０００円
　［主な補正内容］
　・下水道工事による水道管布設替工事の増に
伴う工事負担金の増額

第２５号　平成２７年度笠松町一般会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ６,７６６,２００,０００円
　　　対前年度増減額 ▲７４５,８００,０００円（▲９.９３％）
第２６号　平成２７年度笠松町国民健康保険

特別会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ３,２０３,６６７,０００円
　　　対前年度増減額 ５６７,８１７,０００円（２１.５４％）
第２７号　平成２７年度笠松町後期高齢者医療

特別会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ２３３,３３４,０００円
　　　対前年度増減額 １３,１８７,０００円（５.９９％）
第２８号　平成２７年度笠松町介護保険特別

会計予算
　　　歳入歳出予算総額 １,７２５,７７３,０００円
　　　対前年度増減額 １２１,６７７,０００円（７.５９％）
第２９号　平成２７年度笠松町下水道事業特別

会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ９５８,７９５,０００円
　　　対前年度増減額 ▲９,７３１,０００円（▲１.００％）
第３０号　平成２７年度笠松町水道事業会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ４１５,３０３,０００円
　　　対前年度増減額 ▲１４３,２５２,０００円（▲２５.６５％）
第３１号　笠松町議会委員会条例の一部を改正

する条例
　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部改正により、これまでの教育委員長と教育
長を一本化した新たな教育長を置くこととされた
ことと併せ、地方自治法の一部が改正されたこと
に伴い、議会の審議に出席を求められる者を、教
育委員会の「委員長」から「教育長」とする所要
の規定整備
第３２号　笠松町地方創生総合戦略審議会設置

条例
　　地域の特色や地域資源を生かした町民に身
近な施策を総合的かつ計画的に推進するため、
「笠松町人口ビジョン」や「笠松町まち・ひと・しごと
創生総合戦略」を策定することに伴い、附属機
関として「笠松町地方創生総合戦略審議会」を
設置するため、審議会の所掌事項、組織などに
関する所要の規定整備
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第１号　専決処分の承認
　（専決第２号）平成２６年度笠松町一般会計補正予算
　　　補正額 ２,３００,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ７,７５３,８６０,０００円
　［主な補正内容］
　　平成２７年度から笠松小学校内に通級指導
教室を設置するため、教室の改修や備品などを
整備する費用の増額
第２号　人権擁護委員候補者の推せん
　　人権擁護委員 道家 嗣典 氏の任期が、６月
３０日をもって満了することに伴い、引き続き同氏を
推せんするため、町議会の同意を求めるもの。
第３号　笠松町歴史未来館条例
　　平成２７年６月開館の「笠松町歴史未来館」の
事業内容、使用料、運営方法などに関する所要
の規定整備
第４号　笠松町放課後児童クラブの設置及び

運営に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、放課後児
童クラブを運営することに伴う所要の規定整備
第５号　笠松町病後児保育の実施に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、病後児保
育を実施することに伴う所要の規定整備
第６号　笠松町保育の必要性の認定に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、保育の必
要性の基準その他必要な事項など保育給付の
支給認定に関する所要の規定整備
第７号　笠松町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の利用者負担に関する条例
　　「子ども・子育て支援法」に基づき、特定教育・保
育施設や特定地域型保育事業の利用者負担額
に関する所要の規定整備
第８号　笠松町地域包括支援センターの職員

等に関する基準条例
第９号　笠松町指定介護予防支援等の事業の人

員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準等を定める条例

　　「地域の自主性及び自立性を高めるための改
革の推進を図るための関係法律の整備に関す
る法律」に基づき、町が地域の実情に応じて自ら
の判断と責任により、条例で基準を定めることとさ
れたことに伴う所要の規定整備

第１０号　笠松町行政手続条例の一部を改正
する条例

　　行政手続法の一部改正により、法律に規定され
た要件に適合しない行政指導を受けたと思料する
場合に「行政指導の中止等」を求める申出制度が
創設されたこと、また、法令違反の事実を発見した
場合に、これを是正するための「処分等」を求める
申出制度が創設されたことに伴う所要の規定整備
第１１号　笠松町火葬場施設等整備基金条例の

一部を改正する条例
第１２号　笠松町火葬場、霊柩車及び墓地使用

料徴収条例の一部を改正する条例
　　町の霊柩車の運用廃止に伴う所要の規定整備
第１３号　笠松町国民健康保険条例の一部を

改正する条例
　　葬祭費の引き上げを行うことに伴う所要の規
定整備
第１４号　笠松町介護保険条例の一部を改正

する条例
　　第６期介護保険事業計画の策定に伴い、計
画期間（平成２７年度～２９年度）の保険料や介
護予防・日常生活支援総合事業の経過措置など
所要の規定整備
第１５号　笠松町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関す
る基準条例の一部を改正する条例

第１６号　笠松町指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準条例の一部を改正する条例

　　「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の
推進を図るための関係法律の整備に関する法律」に
より、厚生労働省令を基準として町で定めることとされ
た指定地域密着型（介護予防）サービスの基準につ
いて、同省令が改正されたことに伴う所要の規定整備
第１７号　笠松町企業職員の給与の種類及び基

準に関する条例の一部を改正する条例
　　平成２６年人事院勧告に基づく企業会計職員
の給与改定に関する所要の規定整備
第１８号　町道の路線認定
　　一般県道「東笠松停車場線（県道１９１号）」
の一部廃道に伴う町道認定

第１９号　平成２６年度笠松町一般会計補正予算
　　　補正額 ▲１０１,７５５,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ７,６５２,１０５,０００円
　［主な補正内容］
　・下羽栗日赤奉仕団、愛馬会、ぎふ農業協同組
合、大栄食品㈱からの指定寄附を社会福祉
基金に積立てを行う増額

　・緑町墓地と北及霊苑の墓地使用料収入の増に伴
い、火葬場施設等整備基金に積立てを行う増額

　・レジ袋有料化還元基金寄附を同基金に積立
てを行う増額　

　・その他事業完了に伴う契約差金など不用額の減額
第２０号　平成２６年度笠松町国民健康保険

特別会計補正予算
　　　補正額 ２３,３５４,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ２,８７３,４５８,０００円
　［主な補正内容］
　・保険財政共同安定化事業拠出金の減額決
定に伴う拠出費用の減額

　・その他事業精算などに伴い、財源の一部を国
民健康保険基金に積立てを行う増額

第２１号　平成２６年度笠松町後期高齢者医
療特別会計補正予算

　　　補正額 ２,６２３,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ２２２,８０６,０００円
　［主な補正内容］
　・後期高齢者医療広域連合納付金の額確定
に伴う増額

　・保健事業「ぎふ・すこやか健診」の受診者減に
伴う健診費用の減額

第２２号　平成２６年度笠松町介護保険特別
会計補正予算

　　　補正額 ５６,３２９,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 １,７００,９９４,０００円
　［主な補正内容］
　・居宅介護サービス費など保険給付費の増額
　・その他事業精算に伴う不用額の減額
第２３号　平成２６年度笠松町下水道事業特

別会計補正予算
　　　補正額 ▲２３,１００,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ９４２,８１８,０００円
　［主な補正内容］
　・木曽川右岸流域下水道維持管理負担金の
額確定に伴う減額

　・下水道工事による水道管の支障移転の増に
伴う工事費用の増額

　・その他事業完了に伴う契約差金など不用額の減額

第２４号　平成２６年度笠松町水道事業会計
補正予算

　　　補正額 ２,６０９,０００円
　　　補正後歳入歳出予算（予定）額 ５５４,６２１,０００円
　［主な補正内容］
　・下水道工事による水道管布設替工事の増に
伴う工事負担金の増額

第２５号　平成２７年度笠松町一般会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ６,７６６,２００,０００円
　　　対前年度増減額 ▲７４５,８００,０００円（▲９.９３％）
第２６号　平成２７年度笠松町国民健康保険

特別会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ３,２０３,６６７,０００円
　　　対前年度増減額 ５６７,８１７,０００円（２１.５４％）
第２７号　平成２７年度笠松町後期高齢者医療

特別会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ２３３,３３４,０００円
　　　対前年度増減額 １３,１８７,０００円（５.９９％）
第２８号　平成２７年度笠松町介護保険特別

会計予算
　　　歳入歳出予算総額 １,７２５,７７３,０００円
　　　対前年度増減額 １２１,６７７,０００円（７.５９％）
第２９号　平成２７年度笠松町下水道事業特別

会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ９５８,７９５,０００円
　　　対前年度増減額 ▲９,７３１,０００円（▲１.００％）
第３０号　平成２７年度笠松町水道事業会計予算
　　　歳入歳出予算総額 ４１５,３０３,０００円
　　　対前年度増減額 ▲１４３,２５２,０００円（▲２５.６５％）
第３１号　笠松町議会委員会条例の一部を改正

する条例
　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部改正により、これまでの教育委員長と教育
長を一本化した新たな教育長を置くこととされた
ことと併せ、地方自治法の一部が改正されたこと
に伴い、議会の審議に出席を求められる者を、教
育委員会の「委員長」から「教育長」とする所要
の規定整備
第３２号　笠松町地方創生総合戦略審議会設置

条例
　　地域の特色や地域資源を生かした町民に身
近な施策を総合的かつ計画的に推進するため、
「笠松町人口ビジョン」や「笠松町まち・ひと・しごと
創生総合戦略」を策定することに伴い、附属機
関として「笠松町地方創生総合戦略審議会」を
設置するため、審議会の所掌事項、組織などに
関する所要の規定整備
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第３３号　平成２６年度笠松町一般会計補正予算
　　　補正額 ５８,８８０,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ７,７１０,９８５,０００円
　［主な補正内容］
　・「まち・ひと・しごと創生法」の施行に伴い、国の
「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交
付金」を活用して実施する次の地方創生推進
事業に要する費用の増額

　○地域消費喚起・生活支援型
　　商工会が主体となって実施する、１万２千円分
の商品券を１万円で販売する「２０％のプレミアム
商品券」事業に対する助成
　○地方創生先行型
　（１）総合戦略策定
　　「人口の現状と将来の展望を提示する地方人
口ビジョン」や「平成２７年度から平成３１年度
までの５年間の目標や施策の基本方向、具体
的な施策をまとめた総合戦略」を策定

　（２）歴史未来館の魅力向上
　　　ふるさと笠松の良さを再認識するとともに、
次世代主幹産業である航空宇宙産業への関
心を高め、ものづくりに関わる人材育成につな
げるため、町の歴史や自然、産業、科学の魅力
を伝える大画面高精度映像やスマートフォン
用アプリケーションなどを整備

　（３）子育て家庭の防災対策強化
　　　子育て世代が、災害時に適切に行動できる
よう、防災リーフレットの作成や、講演会・体験
会などの啓発事業の実施、また、安心して避難
行動ができるよう防災備品を整備

　（４）英語教育の拡充
　　　幼児や児童生徒が、活きた英語や日常生活
で使う言葉に触れ学ぶことで、英語を話す力を
培い、子どもたちの国際コミュニケーション能力
の習得を図るため、保育所、小学校、中学校に
外国語授業助手を派遣

［すべて可決］
【報告】
　・自動車事故に係る損害賠償　１件
【請願】
　・米価対策の意見書を求める請願〔不採択〕
　・ＴＰＰ交渉に関する請願〔不採択〕

第３４号　笠松町育英基金条例の一部を改正
する条例

第３５号　笠松町児童、生徒健康教育振興基金
条例の一部を改正する条例

　　基金の設置目的に沿った事業を実施する場
合に限り、基金を取り崩して財源に充てることが
できるよう基金の有効活用を図ることに伴う所要
の規定整備
第３６号　平成２７年度笠松町一般会計補正

予算（第１号）
　　　補正額 ６,０００,０００円
　　　補正後歳入歳出予算額 ６，７７２,２００，０００円

　［主な補正内容］
　・㈱光製作所からの寄附を活用し、町内の小中
学校の児童・生徒が「光文庫図書」を読んで
書いた読書感想文の中から、毎月、優秀作品
を選定してラジオ番組で放送するとともに、年
度末にはその作品の中からさらに優秀作品を
選定して、テレビ番組で表彰するといった事業
を㈱岐阜放送に委託して引き続き実施するた
め、番組制作・放送業務委託費用を増額

第３７号　笠松町議会議長辞職許可
第３８号　笠松町議会副議長辞職許可
第３９号　議会運営委員会委員辞職許可
第４０号　監査委員の選任同意

［すべて可決］
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笠松町プレミアム商品券を発行します
　町内の事業所で使える２０％のプレミアムが
ついたお得な「笠松町プレミアム商品券」を
販売します。１枚の額面は１，０００円で、１冊
１２枚綴り（１２，０００円分）を１０，０００円で
６月上旬より販売します。詳しい購入方法は
広報かさまつ６月号でお知らせします。
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　町民の皆様には、平素から町政並びに町議会
に対しまして、格別のご理解とご支援を賜り、心より
厚くお礼申し上げます。
　私は、去る４月１日の臨時議会におきまして、議員
各位のご推挙により、第４８代議長に就任いたし
ました。身に余る光栄と感激いたしますとともに、
改めてその使命と責任の重大さを痛感し、身の
引き締まる思いであります。
　地方自治体を取り巻く環境は、国の地方創生
等により今後大きく変化していきます。当町におき
ましても、自主財源の基盤である町税収入の大
幅な増収が見込める状況ではなく、厳しい財政
情勢の中、少子高齢化対策、社会保障経費の増
加、将来を見据えた社会基盤整備など重要な政
策課題が山積みしております。
　これらの事を踏まえ、私たち町議会は、従来の
慣例にとらわれることなく、より一層の創意工夫と
努力を積み重ねるとともに、町執行部との真摯な
議論により、有効な政策を推進し、諸課題の解決
に全力を尽くしてまいります。まずは、住民の生命
と財産を守る災害に強いまちを目指し、防災・減
災事業に積極的に取り組み、災害に強いまちづく
りを進めてまいります。そして、学校・家庭・地域が
連携し、子どもたちの生きる力を育み、心身ともに
健全で、人間性豊かに成長できるまちづくりを、

さらに木曽川の豊かな自然環境を大切に守り、美
しい街並みや快適で機能的な生活環境を創出
するまちづくりを進めてまいります。
　聖徳太子が唱えた「和を以て貴しと為す」。これ
は私の政治信条でもありますが、公共利益の実
現のためには党派や派閥的なこだわりを捨てた
公正な議論が不可欠であり、そのためにはまず
各自が私心を去る必要があると解釈しておりま
す。この政治信条に基づき、議長として公平公正
かつ円滑な議会運営に努めるとともに、笠松町の
さらなる発展のため、議会と行政が一丸となり、
誠心誠意、努力いたす所存であります。
　町議会に対し、今後とも皆様のより一層のご支
援とご協力をお願い申し上げ、就任のごあいさつ
とさせていただきます。

　４月１日の臨時会で、議長・副議長の選挙、議
会運営委員会委員の選任、議会改革特別委員
会委員長の交代、監査委員の選任同意が行わ
れました。　　　　　　　　　　　  （敬称略）
議　長　船橋 義明　　副議長　田島 清美
【議会運営委員会】
委　員　安田 敏雄
【議会改革特別委員会】
委員長　安田 敏雄
○監査委員の選任同意
　議会選出監査委員 船橋 義明 氏の監査委
員辞職に伴い、後任に安田 敏雄 氏を選任する
ことに同意されました。

正副議長が決まりました

就任のあいさつ 笠松町議会議長　船橋 義明

臨時会開会中の議場
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寄　附
【教育振興事業】　　　　　　　  （敬称略）
㈱光製作所（中野） 現金 ６３０万円
岩田市藏（北及） 現金 ４００万円
　町では、ご趣旨に沿うよう活用させていただ
きます。

東日本大震災 義援金
 笠松町役場でお預かりしました義援金は次
のとおりです。 （敬称略）
　料亭　安田屋 ３万円

 ３月２３日、中央公民館で平成２６年度町内会連合会・自主防災会協議会総会が行われ、両会の平成
２７年度予算と事業計画が承認されました。
　また、長年にわたって町内会長を務められ、町内会組織の発展などに尽くされた方に広江町長から
表彰状と記念品が贈られました。
　総会終了後には、広江町長から平成２７年度の予算や重要施策の説明がありました。
　表彰された方は次のとおりです。　（敬称略）
【５年表彰】 野田喜義（八幡町）

町内会連合会総会　自主防災会協議会総会　開催

　産業の振興を目的に、町内で新たに事業所の
設置や設備投資をした場合に「産業振興支援
助成金」を交付しています。
　申請書は、町ホームページからダウンロードで
きます。
【対象となる事業所】
　次の①～⑥すべて満たす法人または個人。
①町内に事業所を有する法人または個人（新た
に事業所を設置する場合を含む）
②平成２９年１月１日までに投下固定資産を取得
し、１年以内に操業を開始した法人または個人
　（操業開始とは事業所の設置、または償却資産
などを実際の事業の用に供することをいいます）
　※投下固定資産の範囲
　（１）操業開始前３年以内に取得した土地
　（２）操業開始前１年以内に取得した建物
　（３）操業開始前１年以内に取得した償却資産
　　（耐用年数５年未満のものは除く）
③新設または増設しようとする投下固定資産の
総額が１千万円以上であること
④町税などに未納がないこと
⑤性風俗特殊営業など助成の対象とならない事
業を行っていないこと
⑥事業を行うにあたり、法令や条例などに違反し
ていないこと

【助成の期間】 操業開始後、初めて固定資産税が
課税された年度を含めて３年間

【助成金の額】投下固定資産に対して課税された
固定資産税の納付相当額

【申請・問合先】環境経済課　☎３８８-１１１４

笠松町産業振興支援制度のお知らせ笠松町長選挙
６月２１日執行予定

 任期満了に伴う町長選挙が、次の日程で
執行される予定です。
【告 示 日】６月１６日（火）
【投 票 日】６月２１日（日）
【投票時間】午前７時～午後８時

立候補予定者説明会
５月２８日開催

　６月２１日執行予定の町長選挙に立候補
を予定している方の説明会を開催します。
【日　　時】５月２８日（木）午後１時３０分～
【場　　所】役場２階 第１会議室
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　連結財務書類４表とは、町の普通会計のほかに国民健康保険などの特別会計や水道事業会計に
加え、町が構成団体となっている一部事務組合・広域連合と町が出資している法人などの関係団体を、
一つの行政サービス実施主体としてみなし、その資産や負債、行政コスト、資金収支の状況を明らかに
するものです。
　平成25年度決算に基づき、笠松町連結財務書類４表を作成しましたので公表します。

連結財務書類４表を公表します

資産の部
1. 公共資産
 固定資産（有形・売却可能）
2. 投資など
 　基金など
 　出資金・その他
3.流動資産
 　預金
　　現金
 　未収金・その他
資産合計

22,431,040

1,204,438
1,078,811
125,627
1,264,976
883,234
339,149
42,543

24,900,454

人件費など
物件費、減価償却費、維持補修費など
社会保障給付、補助金など
支払利息など
　　　　　　　　　　　　　　合計

（経常費用 － 経常収益）

負債の部
1. 固定負債
 　（将来の負担）
2.流動負債
 　（来年度の負担）
 負債合計

純資産の部
純資産合計
 （これまでの世代の負担）

負債・純資産合計

6,297,387

463,628

6,761,015

18,139,439

24,900,454

経常費用
1. 人にかかるコスト
2. 物にかかるコスト
3. 移転支出的なコスト
4. その他のコスト

経常収益
使用料・手数料・分担金・負担金・寄附金・保険料・事業収益など

純経常行政コスト

656,976
1,512,860
3,452,607
74,140

5,696,583

256,199
5,440,384

町税、地方交付税など
国県補助金など
臨時損益、資産評価替による変動など

期首純資産残高
純経常行政コスト
一般財源
補助金など受入
その他

期末純資産残高

19,813,201
△ 5,440,384
4,198,206
1,341,123

△ 1,772,707
18,139,439

（収入）町税など（支出）人件費・社会保障給付など
（収入）国県補助金など（支出）公共資産整備費など
（収入）国県補助金など（支出）地方債償還費など
経費負担割合変更に伴う差額
　　　　　　　　　　　　　　当期収支

期首資金残高
1.経常的収支
2.公共資産整備収支
3.投資・財務的収支
4.その他

期末資金残高

370,292
1,324,748
△ 670,967
△ 684,924

△ 31,143
339,149

　決算期末の財政状
態を明らかにするため
のものです。　
　左記の資産の部
は、これまでに取得し
た財産の総額を記載
し、右側には資産を形
成する際に要した財
源の調達状況を表わ
しています。

　行政サービスに費
やされた費用（コスト）
と、その行政サービス
に対する直接の対価
（使用料など）を表わし
たものです。
　経常行政コスト合計
から経常収益合計を
差引いたものが純経
常行政コストとなります。

　資産と負債の差額
である純資産の1年間
の変動内容を表わした
ものです。

　1年間の資金の動
きを明らかにする計算
書です。
　経常的収支の部、
公共資産整備収支の
部、投資・財務的収支
の部に分けて表わして
います。

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

平成26年3月31日現在

自 平成25年4月 1日
至 平成26年3月31日

自 平成25年4月 1日
至 平成26年3月31日

自 平成25年4月 1日
至 平成26年3月31日

※財務書類４表（普通会計・連結ベース）の詳細は、町ホームページと役場１階の行政情報コーナーで公表しています。

行政コスト計算書

貸借対照表（バランスシート）

純資産変動計算書
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ま ち の 話 題ま ち の 話 題

「わがまちを災害か
ら守る」

使命を胸に

宮崎惇さん

　４月１日、保母勝壽さん（弥生町）が法務大臣から人権
擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、基本的人権に関する心配ごとや悩み
ごとを親身になって相談に応じ、その解決に努めています。
　秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
　相談は、福祉会館で毎月第２金曜日に行っています。
　詳しくは、３１ページをご覧ください。

保母勝壽さん

　３月１日、宮崎惇さん（米野）が教育功労で高齢者叙勲
（瑞宝双光章）を受章されました。
　宮崎さんは、昭和２２年に教職に就いて以来、児童・生徒
一人ひとりの良き変容を見とどけ、その特性を十分に発揮
させる教育に取り組み、また、余暇には地域に根差した自然
教育の普及に努め、新聞や専門雑誌に多岐にわたり研究
論文を発表するなど、理科教育の推進に尽力されました。
　昭和62年に退職された後は、中央公民館長や羽島郡
学校教育会会長などを歴任され、トンボ天国の整備や
「ふるさと笠松自然散歩」を発行するなど、町の文化振興
に多大な貢献をされました。宮崎惇さん

　４月１８日、町消防団入団式がコミュニティ消防センターで
行われ、消防団員や関係者約１００人が出席しました。
　式では広江町長から「団員一丸となって町民の生命と
財産を守ってほしい」と式辞があり、川出団長からは入団さ
れた男性消防団員１１人、女性消防団員３人、新役員に
辞令が交付され、日ごろの消防活動に対する労をねぎらう
とともに「いざという時のために訓練などに頑張ってほしい」
との訓示がありました。
　続いて、来賓の田中県議会議員、船橋町議会議長、奥田
町内会連合会長から祝辞があり、団員は防火、防災の誓い
を新たにしました。
　また、式終了後には今年８月に開催される、第６４回岐阜
県消防操法大会出場選手の結団式が開催され、選手は大
会へ向けての誓いを発表しました。

町消防団入団式

辞令交付を受ける新入団員

高齢者叙勲受章

法務大臣から委嘱

人権擁護委員
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ま ち の 話 題ま ち の 話 題

笠松春まつり
　３月２５日から４月１２日
まで、かさまつまちづくり
イベント実行委員会主催
の「笠松春まつり」が開
催されました。
　桜の名所である奈良津堤には、桜の開花を待ちわび
たたくさんの人が訪れ、天気の良い日には、大勢の家族
づれやグループが桜を楽しんでいました。
　１１日には、本町通りで「笠松陣屋市」があり、フリーマー
ケットや即売会、ふれあい子ども広場の射的や輪投げなど
のこども縁日に大勢の人が集まりました。また、夕方からは
産霊神社で「宵まつり」があり、町内みこし奉納やマジック
ショーなどが行われました。
　１２日には、オープニングの笠松清流太鼓の勇壮な演奏、
園児の演技、笠松町女性の会の新笠松音頭で盛りあがり、
引き続き行われた「大名行列お奴」では、威勢のよい掛け
声で毛槍が投げ渡される妙技に、沿道に詰めかけた大勢
の観客から盛大な拍手が送られました。
　また、各町内自慢の本みこしや花みこしが町内を練り
歩くとともに、今年は踊山車が登場するなど、町は祭りムード
一色となりました。

大名行列お奴

踊山車

笠松陣屋市のこども縁日

江川のおみこし 田代東のおみこし

継承される
伝統行事

おどり  や   ま

西宮町のおみこし園児の演技
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総 務 課
(課長　足立篤隆)

(防災対策監　柴田利彦)

税 務 課
(課長　森泰人)

収 納 管 理 課
(課長　服部昇三)

総 務 部
(部長兼技監　奥村智彦)

部などの名称
（所属長名）

課などの名称
（所属長名） 担当の名称 執務場所・電話事務の内容

企 画 課
(課長　堀仁志)

環 境 経 済 課
(課長　平岩敬康)

企画環境経済部
(部長　村井隆文)

住 民 課
(課長　加藤順子)

住 民 福 祉 部
(部長　岩越誠）

建 設 課
(課長　佐々木正道)

建 設 水 道 部
(部長　那波哲也)

教 育 文 化 課
(課長　田中幸治 部長兼務)
（参事　大橋雅文）

教 育 文 化 部
(部長　田中幸治

　教育文化課長兼務）

会 計 課
(課長　浅野薫夫 会計管理者兼務)

会 計 管 理 者
(浅野薫夫　会計課長兼務)

議 会 事 務 局
(事務局長　田島直樹)

水 道 課
(課長　田島茂樹)

子 ど も 課
(課長　森宏子)

福 祉 健 康 課
(課長　服部敦美)

庶 務・行 政・秘 書

契 約 管 財

消 防 防 災

資 産 税

住 民 税

収 納 管 理

財政・行財政改革推進対策

企 画 調 整

ま ち お こ し 推 進

生 活 環 境

産 業 振 興

戸 籍 住 民

保 険・医 療・年 金

民 生

介 護

健 康

管 理

土 木

都 市 計 画

庶 務

下 水 道 工 務

上 水 道 工 務

学 校 教 育

生 涯 学 習

ス ポ ー ツ 振 興

会 計

庶 務

笠松町役場　本庁（笠松町司町１番地　代表電話　０５８‐３８８‐１１１１）
最寄りの巡回バスのバス停は「役場」町長　広江 正明 副町長　川部 時文

平成27年度　笠松町の事務体制平成27年度　笠松町の事務体制

職員人事、情報公開、個人情報保護、
行政一般、選挙、防犯、町内会、秘書など

契約、財産管理など

消防、防災、防災行政無線

固定資産税

町民税、軽自動車税、納税・所得証明、
臨時運行許可など

町税などの徴収

財政、行財政改革推進など

広域行政、総合計画、統計、国際交流、
公共施設巡回町民バス、土地開発公社など

広報、広聴、行政無線放送、まちの駅、
NPO法人の認証、ふるさと納税など

環境保全、公害、火葬場、墓地、ごみ、
畜犬登録、交通安全、自転車駐車場など

農業、商工業、観光、イベントなど

戸籍、住民票、印鑑証明など

老人福祉、障がい者福祉など

介護保険

住民検診、母子保健、予防接種など

道路占用、道路用地の買収、
道路境界確定、地籍調査など

道路、河川の建設、維持管理など

都市計画、建築確認、公園、
屋外広告物など

上下水道の加入申込み、
料金の賦課徴収など

下水道施設の建設、維持管理など

水道施設の建設、維持管理など

道徳教育、学校施設の管理など

生涯学習、青少年育成、
地域の文化活動など

スポーツ振興、体育施設の管理など

現金の出納、納税、手数料の納付など

町議会に関する事務

役場２階西側
☎３８８‐１１１１

役場１階西側
☎３８８‐１１１２

役場２階東側
☎３８８‐１１２８

役場２階東側
☎３８８‐１１１３

役場２階東側
☎３８８‐１１１４

役場１階東側
☎３８８‐１１１５

福祉健康センター
☎３８８‐７１７１

役場３階西側
☎３８８‐１１１７

役場１階西側
☎３８８‐１１１９

役場４階北側
☎３８８‐１１１０

役場３階西側
☎３８８‐１１１８

☎３８８‐３２３１

中央公民館内
☎３８８‐３９２６

児童福祉・少子対策
役場１階東側
☎３８８‐１１１６

児童手当、保育所入退所、児童福祉、
少子対策など

国民健康保険、国民年金、
後期高齢者医療、福祉医療など
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施設の名称 所在地・電話 最寄りの巡回バスのバス停事務の内容

主な出先機関など主な出先機関など

関　係　機　関関　係　機　関

実行委員会各種実行委員会

長池４０８番地の１
☎３８８‐７１７１

東陽町４４番地の１
☎３８７‐１１２１

常盤町６番地
☎３８８‐３２３１

長池２９２番地
☎３８７‐０１５６

中野２２９番地
☎３８７‐８４３２

下本町８７番地
☎３８８‐０１６１

長池２２７番地の２
☎３８７‐５３２１

上新町１７２番地
☎３８７‐０５６１

田代２９０番地
☎３８８‐０８１１

西金池町１番地（名鉄笠松駅構内）
☎３８８‐２３５５

住民検診、健康相談など

施設利用申込み、老人クラブ、遺族会
その他福祉関係団体の事務など

公民館施設利用申込み、体育施設利用申込み、
生涯学習、スポーツ振興など

施設利用申込み、諸証明の受付など

施設利用申込み、諸証明の受付など

歴史、民俗、自然、産業及び科学に関する資料の
展示、保存など

学校給食

子育て支援、放課後児童クラブなど

児童の健全育成

笠松町の情報提供、情報発信など

学校教育、社会教育など
岐南町八剣７丁目１０７番地（岐南町役場内）

☎２４５‐１１３３

福祉健康センター

福祉会館

中央公民館前

松枝小学校前

総合会館

歴史未来館前
　※６月設置予定

松枝小学校前

中央公民館前

児童館前

名鉄笠松駅前

　　－

所在地 電話事務の内容
司町１番地
笠松町役場総務課内 ☎３８８‐１１１１

司町１番地
笠松町役場環境経済課内 ☎３８８‐１１１４

司町１番地
笠松町役場企画課内 ☎３８８‐１１１３

上新町１７２番地 ☎３８７‐６２６６

笠松町選挙管理委員会

笠松町農業委員会

笠松町土地開発公社

（社福）笠松町地域振興公社

（社福）笠松町社会福祉協議会

選挙の執行・管理

農地の利用関係の調整、技術の改良・普及の
指導

町から委託された公共事業用地の取得

第一保育所、松枝保育所、下羽栗保育所、
ことばの教室の運営

町から委託された地域包括支援センター事業の実施など
笠松町心身障害者小規模授産所の運営

長池４０８番地の１
福祉健康センター内 ☎３８７‐５３３２

所在地 電話事務の内容
司町１番地
役場環境経済課内 ☎３８８‐１１１４

常盤町６番地
中央公民館内 ☎３８８‐３２３１

かさまつまちづくりイベント実行委員会

笠松町民運動会実行委員会

笠松町美術展実行委員会

春まつり、川まつり、リバーサイドカーニバル

町民運動会

美術展
常盤町６番地
中央公民館内 ☎３８８‐３２３１

福祉健康センター

福祉会館

中央公民館

松枝公民館　松枝支所

総合会館　下羽栗支所

歴史未来館 ※6月開館予定

学校給食センター

子育て支援センター

児童館

ふらっと笠松

羽島郡二町教育委員会

(所長　服部敦美　　福祉健康課長兼務)  
(福祉健康課、社会福祉協議会の事務所）  

（館長　西崎裕子）

(館長　田中幸治　　教育文化部長・課長兼務)

(館長・支所長　田中幸治　　教育文化部長・課長兼務)

(館長・支所長　田中幸治　　教育文化部長・課長兼務)

(館長　高木敏彦)

(所長　伊藤博臣)

（所長　森宏子　　子ども課長兼務）

(館長　森宏子　　子ども課長兼務)

（教育長　宮脇恭顯）
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　町では、避難行動要支援者（災害が発生した場合に避難の手助けなどを必要とする方）の名簿を
作成しています。この名簿は災害時に身体が不自由などの理由により、避難が困難な方の安否確認、
避難誘導などを速やかに行うためのものです。
 今月から順次対象の方へ詳しい制度概要を郵送します。身体の障がいの状況、緊急連絡先などの個人
情報を、地域の自主防災会や民生・児童委員などに情報提供することへの同意をしていただくと、地域
の見守り活動、災害時の安否確認、避難誘導などの支援活動をより強化できます。支援関係機関への
情報提供の趣旨を理解し、できる限り多くの方の同意をお願いします。
※災害対策基本法が改正されたため、今までの「災害時要援護者」から「避難行動要支援者」へ名
称が変更となりました。

　避難行動要支援者とは、災害発生時または災害が発生するおそれがある場合に、自ら避難すること
が難しく、避難の手助けなどを必要とする方です。町では、次のいずれかに該当する方を対象とします。

　①　介護保険における要介護３・４・５の認定者の方
　②　６５歳以上のひとり暮らしの方
　③　６５歳以上のみで構成する世帯の方
　④　身体障害者手帳「１級」「２級」の方
　⑤　療育手帳「Ａ１」「Ａ２」の方
　⑥　精神障害者保健福祉手帳「１級」の方
　⑦　その他支援を必要とする方

対象となる方は？

　町で管理している住民基本台帳をもとに、対象者の次の情報で名簿を作成します。
　　①氏名　　　　　　　　②生年月日　　③性別　　　　　④住所　　⑤電話番号　　
　　⑥障がいの等級など　　⑦特記事項　　⑧緊急連絡先

名簿の内容は？

　避難行動要支援者が避難行動などをする場合に、できる限り地域で支援が受けられるように、町から
支援関係機関へ名簿を提供します。

名簿の活用方法は？
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避難行動要支援者名簿への 登録をお願いします

【平常時】
　個人情報の提供に同意された方のみ、
　右の機関へ提供

【支援関係機関】
　○各自主防災会
　○民生・児童委員
　○消防機関（消防署・消防団）
　○岐阜羽島警察署
　○町社会福祉協議会

【災害時】
　命を守ることを最優先とし、不同意の
　方の名簿情報も右の機関へ提供



名簿を作成するまでの流れは？

　個人情報の取扱いは、町と避難支援関係機関内との間で適正に管理し、避難支援に関わる目的以
外には一切使用しません。また、町と避難支援関係機関との間で、「避難行動要支援者名簿に関する
覚書」を交わし、情報漏えい防止を図ります。

個人情報の取扱いは？

役場

支援関係機関
●各自主防災会
●民生・児童委員
●消防機関（消防署・消防団）
●岐阜羽島警察署
●町社会福祉協議会

登録される方へのお願い
　災害発生の予想は困難であり、すべての場合に万全の体制がとれるわけではありません。安否
確認の実施や支援活動自体ができないおそれもあります。登録にあたっては、そのことをご承知
おきください。なお、今までの制度ですでに名簿登録している方も再度ご記入ください。
　また、災害時には行政が可能な限り公的支援「公助」を行いますが、それだけでは限界がありま
す。「自助」「共助」という言葉がありますように、自分の命は自分で守る・みんなの地域はみんなで
守る気持ちが大切です。この制度を活用することも「自助」「共助」につながります。“災害への備
え”を平常時から持ち、災害に強いまちをつくりましょう。

【問 合 先】総務課 ☎３８８-１１１１

避難行動
要支援者

支援関係機関
各自主防災会

①平常時の名簿提供の同意確認
　同意書・本制度概要の送付

②同意書の提出
　（郵送）

③ ②で提出いただいた
　同意書の写し・個別計画書
　の記入依頼

⑦（1）各自主防災会の避難行動要支援者名簿
　（2）同意書の写し
　（3）個別計画書の写し

⑥個別計画書の
　提出（原本）
　

⑤個別計画書の提出

④個別計画書の記入依頼
　（自主防災会・民生・児童委員など）

※災害時には不同意者の情報も提供します。

13平成27年5月1日■第1056号

避難行動要支援者名簿への 登録をお願いします



　町では、今年度から地籍調査に着手しますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界の位置と面積を測量する調査です。
　登記所（法務局）に備え付けられている地図は、その半分ほどが明治時代の地租改正時に作られた
地図（公図）などをもとに作られたもので、土地の境界や形状が現況と異なるなど不明確であったり、
測量も不正確であったりする場合があります。
　地籍調査を行うことにより、その成果は登記所（法務局）に送付され、登記簿の記載が修正され、
新たな地図が備え付けられることになります。

◆ 地籍調査とは

　町が事業主体となって行います。
　※土地所有者の費用負担はありません。（ただし、説明会、現地立会いや成果の閲覧に伴う旅費や
　　交通費などの必要経費は個人負担となります）

◆ 地籍調査はどこが行うの？

◆ 地籍調査はこんなことの解決に役立ちます
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地籍調査が始まります

『土地取引が円滑になる』
　土地を売買する際、隣地との境界確認に手
間と時間がかかり、登記簿面積と実測面積が異
なっている場合はトラブルの原因となります。

　地籍調査により、正確な
土地の状況が登記簿に反映
され、信頼性が高まり安心
して土地取引ができます。

『土地のトラブルの防止』
　土地の境界が不明確であると、住民間や官
民間で境界紛争など、さまざまなトラブルが
発生しがちです。

　地籍調査により、土地の境
界が明確になり、境界紛争な
ど土地に関わるトラブルの
未然防止に役立ちます。

『災害復旧が迅速に出来る』
　地震、水害などの災害が発生した場合、災害
前の土地の境界が確認できず、早期の復旧工
事にかかれない場合があります。

　地籍調査により、個々の土
地が地球上の座標値で表示
されるため、元の位置を容易
に確認することができます。

『その他次のようなことに役立ちます』
▶まちづくりの計画立案　　▶固定資産税の課税の適正化

『公共事業が円滑になる』
　道路、河川、都市計画などの公共事業を実施す
る際、現地と登記の内容が一致していない場合
があり、設計や用地買収などの各種調整に時間を
要し、事業の進行の妨げになることがあります。

　地籍調査により、土地の
境界確認が容易となり、道
路整備などの円滑な実施と
コスト縮減に役立ちます。



　地籍調査に要する時間は、一調査地区当たりおおむね５年ほどかかります。（ただし、調査面積その
他の状況によって１年程度短縮される場合があります）

◆ 地籍調査の流れ

　清住町、弥生町、大池町、美笠通２、美笠通３、瓢町、
友楽町の全域（事業面積：約０．２平方キロメートル）
　資料収集など事前調査を１年間行い、平成２８年度
に土地所有者への説明会、現地立会い、測量を実施
する予定です。
【問 合 先】建設課 ☎３８８-１１１７

◆ 平成２７年度に地籍調査を実施する地域

　現地調査に立会わなかったり、隣接土地所有者との話し合いがつかず境界が決定しなかった場合、
『筆界未定』として処理され、調査と測量を除外します。その後、筆界未定になった土地の境界を確定
しようとした場合、自分たちの費用で測量士に依頼し登記をすることになり、高額な費用と大変な手間
がかかることになります。
　筆界未定となった土地では、地目の変更や分割の手続きができなくなり、土地取引や抵当権の設定が
大変困難になるなど、さまざまな不便が生じます。境界の確認は隣接土地所有者としっかり話し合い、
必ず決めていただくことをおすすめします。

◆ 筆界未定とは

平成27年度に地籍調査を実施する地域

①登記簿や公図などの資料によ
り、調査実施地区における一筆
ごとの土地の事前調査を行い
ます。その後、土地所有者を対
象とした説明会を現場立会い
の約１か月前に開催します。
（１～２年目）

②土地所有者の立会いのもと、
現地で土地の境界、所有者、
地番、地目の調査を実施しま
す。（２年目)

③確認した境界に基づき、一筆ご
との測量を行います。（２年目）

④現地調査と測量の結果をまと
め、地籍簿と地籍図を作成し
ます。(３年目)

⑤地籍調査の成果を閲覧して、
土地所有者に確認していただ
きます。(４年目)

⑥地籍調査の成果を国や県へ
認証手続きを行い、登記所へ
送付された後、登記簿の修正
や地図の更新が行われます。
（５年目）

※所有者は必ず立会ってください。立会わな
いと「筆界未定」という処理がなされ、後日
トラブルが起こることがあります。
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開始のお知らせ下水道の供用下水道の供用下水道の供用
◎供用開始区域

　町では、下水道の整備が完了した区域から順次供用開始をしています。
　平成27年4月1日からは、下図の■の区域に加え、■の区域で新たに下水道が利用できるように
なりました。

　この区域から排出される台所・便所・風呂・洗面所などの生活
排水は、下水道へ流さなければなりません。地域の生活環境
をよりよくするため、ご家庭や事業所などの排水は、
早く下水道へ接続されるようお願いします。

　供用開始後、3年以内に下水道への改造工事
をしたときは、町の助成制度があります。

　下水道への接続工事に関することは、町の指
定する工事店にお問い合わせください。
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開始のお知らせ下水道の供用 開始のお知らせ下水道の供用 開始のお知らせ下水道の供用

◎今後の供用開始予定

　平成28年4月からは■の区域、平成29年4月からは■の区域で下水道が利用できるようになる
予定です。
　なお、この予定時期は、変更される場合がありますのでご了承ください。

供 用 開 始 済
平成27年4月1日
平成28年4月1日
平成29年4月1日

平成27年4月1日現在
【問合先】水道課　☎388‐1118

供 用 開 始
供用開始【予定】
供用開始【予定】

■
■
■
■
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確定申告を行う場合 ワンストップ特例が適用される場合

【問 合 先】企画課 ☎３８８-１１１3
　笠松町にお住いの方からのご寄附を含め、多くの皆様からの応援をお待ちしています。

平成26年度の笠松町への寄附件数は過去最高となりました
寄附件数　5,022件　　寄附金額　３6，931,001円

全国各地の多くの方からご寄附をいただき、誠にありがとうございます。
氏名の掲載に同意いただいた皆さん〈平成27年3月入金確認分〉（敬称略）
細井富美子、高橋正続、坂本泰英、橋本博文、友繁明子、沖山智彦、秋本熙、櫻田瑶子、酒本清美、吉村勝利、吉村幸恭、鈴木智子、
松岡健二、笠井豊、東前嘉治、飯野雅人、岩滝直大、高橋宏和、渡邉真仁、小笠原由法、清水昭子、（一社）日本ご当地キャラクター協会、
角谷博、堀之内光雄、戸村尚文、水野雅文、佐藤大作、伊藤栄三、大蔦彰、津田浩志、須藤綾子、大木竜磨、山内慶彦、小林純一、
中土居和弘、佐々木誠人、佐渡和夫、小林直、遠井成夫、田内裕也、伊藤洋平、古地紀夫、大川誠、三浦隆文、新田浩平、野垣眞、
臼井淳、袴田松吉、奥手清孝、宮﨑光子、植竹保之、中村浩一、吉田裕二、西本和則、川本章広、内川哲英、三浦和広、増田孝司、
阪上明彦、細川信哉、大野好範、遠藤實、早水利文、近藤新八、内田いづみ、杉浦勝哲、川村裕司、川村利衣、櫻井丈司

より便利な制度に
なりました

　地方税法が改正され、平成２７年４月１日以降に全国の都道府県や市町村に
「ふるさと納税」した場合に、おおきく以下の２点が見直されました。

　個人住民税特例控除額の控除限度額が、個人住民税所得割額の２割（以前は１割）となりました。
　（注）ただし住民税への適用は、平成２８年度分以後の個人住民税からとなります。

　確定申告を行わない給与所得者等が「ふるさと納税」をした場合に、①の寄附金控除の申請を、寄
附した自治体に依頼して代行してもらえる「ふるさと納税ワンストップ特例制度」が創設されました。
　ただし、ふるさと納税で寄附する自治体数が「５自治体まで」に限られます。

　平成２０年度に「ふるさと納税」制度が始まり、笠松町を応援くださる
方が年々増加しています。全国の皆様の寄附金を活用し、平成２６年
度には「笠松町公共施設巡回町民バス」を２台購入しました。
　なお、笠松町に５,０００円以上寄附いただいた方に、感謝の気持ちを
込めて「ふるさとかさまつ宅配便」からお礼の品を１品（１０,０００円以上
寄附をいただいた方は２品）お届けいたします。１回の申込みで最大
２品お届けしますが、期間を問わず何度でも申込みいただけます。
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「ふるさと納税」で、笠松町への応援をお願いします

受領書

申請書

ふるさと納税者
ふるさと納税者

③確定申告
（受領書添付）

ふるさと納税先団体

住所地市町村 住所地市町村税務署
・確定申告が不要な給与所得者等が対象
・5団体以内のふるさと納税の場合

①ふるさと納税＋特例申請書の提出

①ふるさと納税

②受領書

⑤ふるさと納税をした翌年度分
　の住民税の減額④ふるさと納税

　をした年分の
　所得税から還付

③申告情報の共有

③ふるさと納税を
　した翌年度分の
　住民税の減額

②納税者情報や
　ふるさと納税情報の通知
　（控除申請の伝達）

受領書

１  寄附の上限額が２倍になりました

2  確定申告をしなくても、①の控除が受けられるようになりました

年 度
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26

件 数　
20件
14件
85件
110件
464件

3,550件
5,022件

金　額 　　
605,000円
347,888円

1,673,001円
1,395,140円
5,000,998円
29,058,245円
36,931,001円

ふるさと納税先団体

平成26年までの寄附 平成27年分以降の寄附

確定申告の場合

所得税分

寄
附
金

寄
附
金

住民税基本分

自己負担額2,000円

所得税分
控
除
額

住民税基本分

自己負担額2,000円

ワンストップ特例を利用した場合
※所得税分と住民税基本分はありません。

控
除
額

自己負担額2,000円

町民税減額分
控除額全体の5分の3

県民税減額分
控除額全体の5分の2住民税特例分

住民税特例分

控
除
額

控除額が2倍になりました。



　一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実現を目指して、平成２４年８月に子ども・
子育て関連３法が成立しました。これらの法律に基づき、幼児期の教育・保育、地域の子育て支援を総
合的に推進していく「子ども・子育て支援新制度」が平成２７年４月からスタートしました。この制度は、
父母その他の保護者が子育ての第一義的責任を有するという基本的認識のもと、社会全体で子育て
を支えることを目的とした制度で、市町村が主体となって「子ども・子育て支援事業計画」を策定し、地
域の実情に合った子育て支援を進めていくというものです。
　町では、「笠松町次世代育成支援地域行動計画」を引き継ぐとともに、子ども・子育て支援新制度の目
的や意義を踏まえ、子どもと子育て家庭への支援に関する施策を総合的・計画的に推進するため、平成２７年
度から３１年度までの５か年を計画期間とした「笠松町子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。
　計画の策定にあたっては、子ども・子育て支援に関するニーズ調査結果（平成２５年度実施）を基礎
資料として、学識経験者や子ども・子育て支援に関する関係団体、保護者などで構成する「笠松町子
ども・子育て会議」（委員１３人）を設置し、意見・提言をいただきました。
　「すべての子どもが健やかに育ち、みんなで子育てをすすめるまち かさまつ」を目指す姿として、幼児期
の教育・保育の総合的な提供や地域での子育て支援を充実させ、子育てがしやすい町づくりを進めて
いきます。

【問 合 先】子ども課 ☎３８８-１１１６

妊娠期から学童期まで、子どもや家庭に合った事業が利用できます。

妊
娠
期
妊婦健診
安全な出産のため、健診検査料の助成を行い母体の健康保持を図ります。

学
童
期

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）
平日の放課後や学校休業日に保護者の就労などにより、家庭で適切な監護が得られない小学生に
対し、家庭に代わる生活の場を確保し、適切な遊びや集団活動、生活指導を行います。

乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）
生後４か月までの乳児がいるすべての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境など
の把握を行います。
養育支援訪問事業
支援の必要な妊婦や乳幼児健診などで育児に不安のある保護者、養育上の問題を抱える家庭を、
保健師などが訪問し、指導や助言を行うことにより、児童虐待の予防や子育て支援を行います。
一時預かり事業（幼稚園）
幼稚園において在園児を対象に、平日・半日保育や長期休園日に保育を行います。
（保育所（園））
保護者の仕事、冠婚葬祭、傷病やリフレッシュにより、家庭において一時的に保育が困難となった児童
を保育所（園）で預かります。
時間外保育事業（延長保育）
保護者の就労時間などにより、保育の認定区分による通常の保育時間を延長して保育を行います。

乳
幼
児
期

子育て援助活動支援事業
（ファミリー・サポート・センター）
育児の援助を利用したい人と提供し
たい人が会員となり、育児の相互援
助を行う事業でファミリー・サポート・
センターにアドバイザーを配置し、
援助活動の連絡調整を行います。

病児・病後児保育事業
乳幼児から小学校３年生までの
児童が、病気または病気の回復
期に集団保育などが困難であ
り、保護者の就労などにより、
家庭における育児・看護が困難
な場合に受け入れを行います。

地域子育て支援拠点事業
（子育て支援センター）

家庭における子育て支援と
子どもの健全育成に寄与す
るため、子育て相談や子育て
支援講座など各種の子育て
支援事業を実施します。

主な子ども・子育て支援事業

19平成27年5月1日■第1056号

笠松町子ども・子育て支援事業計画策定
「すべての子どもが健やかに育ち、みんなで子育てをすすめるまち かさまつ」を目指して
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「ねらわれる高齢者！！」
～高齢者の不安につけ込み高額商品を買わせる悪質業者～

●消費生活相談機関
消費者ホットライン　　　　　　　    ☎０５７０-０６４-３７０
県民生活相談センター　　　　　    ☎２７７-１００３
警察安全相談室　　　　　　　　　☎２７２-９１１０
役場環境経済課消費生活相談窓口　☎３８８-１３０１

（専門相談員による相談も行っています。＜３１ページ参照＞）

高齢者をねらう主な商法

　高齢者は、収入・貯蓄や健康状態、生活スタイルが他の年代とは異なっていて、それが消費者トラブル
を招きやすくする背景となっています。
　総務省の「家計調査」によると、この年代は年金と貯蓄が生活資金となっていますが、年代が進むに
つれて支出が収入を上回り、貯蓄を切り崩して生活しているということが見えてきます。
　貯蓄が減っていき、健康や孤独などさまざまなことに不安が募る中、不安につけ込み、次のような商法
で契約を迫るあやしい悪質業者には特に注意が必要です。
　購入する場合は、書面を必ず受け取りましょう。また、契約後８日以内なら
クーリング・オフ（契約解除）（注1）ができるので、消費生活相談機関に相談しましょう。

◆催眠（SF）商法
　空き店舗や駐車場などに設置した特設会場に
人を閉じ込め、初めは卵やティッシュを無料で配
り、高揚した雰囲気で判断力を失わせ、高額な健
康器具や健康食品、羽根布団、着物などを買わ
せる手口。買わないと会場から出られない怖い
雰囲気が漂う。
        　  　　　　    ▼
　「無料」「今だけ」「あなただけ」に惑わされず、
警戒して疑いましょう。契約後８日以内なら、
クーリング・オフ（契約解除）（注1）ができます。また
磁気マットや布団類は「使用後」でも可能です。

◆開運商法
　路上で声をかけたり、家に訪ねてきたりして
「最近身内で不幸がなかったか」「悩みはない
か」と聞き、不運や先祖のたたりの話で脅しま
す。開運や供養のためといって壺や印鑑、数珠な
どを高い値段で買わせます。
　最近では、高額な数珠や石塔を買わせた宗教法
人が国から業務停止命令を受けた例もあります。
        　  　　　　    ▼
　人の信仰心のすきを狙った犯罪です。契約後
８日以内ならクーリング・オフ（契約解除）（注1）が
できます。

（注1） クーリング・オフ（契約解除）
　訪問販売や電話で強引な勧誘を受け契約したが、それを解除したい場合は、契約後８日以内なら
一方的に契約を解除することができます。
　書面（ハガキなど）には、契約日・商品（役務）名、契約金額・販売会社名などを記入し、コピー（控）を
とり「簡易書留」で送ります。

ただよ

おびやか

８日が過ぎてしまっても、クーリング・オフ（契約解除）（注1）ができることもあります。
※マルチ商法は契約後２０日以内

あきらめないで消費生活相談機関に相談しましょう。
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笠松の偉人
シリーズ② 角田  錦江

１５歳で父に代わって講義をした天才学者
すみ た きん こう

　中央公民館の南庭
の端に、高さ約４mの
高さの石碑（墓碣銘）
が立っています。その
石碑には錦江の行績
が記されています。
　錦江は１８０３年（享
和3年）に笠松に生ま
れました。性格は、素直
で飾らなく、子どもの頃
から親孝行であることを皆に知られていました。１５
歳の時に父に代わって儒学の講義をしましたが、教
え方は厳しく、まるで大人のようでした。１９歳の時
父が亡くなり、続いて母も亡くなり、錦江はやせる
ほど悲しみました。
　錦江には兄がいましたが、貧しく子どもも多いの
で、暮らしは大変でした。そこで錦江は力の限り兄

を助けました。その行いは隣の村 ま々で伝わりまし
た。美濃郡代の野田斧吉はこの善行を幕府に報
告しました。すると幕府からおほめにあずかり、特別
に銀３０両がいただけました。
　錦江の名声は、良い行いや儒学などで広く伝わ
りました。犬山城主や尾張藩の殿様などから、ぜひ
文学を教える役職について欲しいという依頼があり
ましたが、すべて断ってしまいました。錦江は、笠松
に本拠を置き、子弟の教育をすることが自分の務め
だと考え、「喬木塾」を開き、生涯地元を離れません
でした。「田舎で他によい先生がいないから、先生
として讃えてもらえている。私はことわざに言う『鳥
のいない里のコウモリ』なのだ」と謙遜していました。
　１８８４年（明治１７年）に８２歳で亡くなり、錦江の
墓は盛泉寺（西町）にあります。
　詳しくは、町ホームページ（「モラルセンス一覧」
で検索<No.９>）をご覧ください。
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「安心」をお届けするプロフェッショナル

損害保険・生命保険 代表取締役 道家 嗣典

〒500-8267 岐阜市茜部寺屋敷１丁目３１番地
TEL058・274・2811  FAX058・274・2812

　がんの早期発見のため、胃がん・肺がん・大腸がん検診（病院検診）を実施します。
　申し込みをされている方は、早めに受診してください。
　また、大腸がん検診は、４１・４６・５１・５６・６１歳の方に「大腸がん検診無料クーポン券」と「がん検診
手帳」を郵送しますので、この機会にぜひ受診してください。
【実施方法】 【検診実施医療機関】

※申し込みをされていない方で、受診を希望する
方は福祉健康課へご連絡ください。

【問 合 先】福祉健康課

【対象年齢】

【接種期限】
【接種医療機関】

【持 ち 物】
【問 合 先】

　麻しん風しん混合予防接種を実施していますので、早めに接種を受けてください。過去に、麻しんま
たは風しんにかかった幼児でも、予防接種を受けることができます。
　なお、予診票のない方は、母子健康手帳を持参し、福祉健康センターへお越しください。

・第１期　生後１２か月以上～２４か月未満の幼児
・第２期　平成２７年度中に６歳になる幼児（平成２１年４月２日～２２年４月１日生まれ）
第１期：２歳の誕生日の２日前　　　第２期：平成２８年３月３１日
・羽島郡内の指定医療機関（笠松町ほけんカレンダーを確認してください）
・かかりつけ医が羽島郡以外の方は、町が指定する岐阜県内の医療機関
予防接種予診票・母子健康手帳
福祉健康課

胃がん・肺がん・大腸がん検診（病院検診） 福祉健康課お知らせ

幼児の麻しん風しん混合予防接種 福祉健康課お知らせ

検診名
医療機関名

胃がん

肺がん

大腸がん

検診自己負担金
70歳以上
40歳～69歳
70歳以上
40歳～69歳
70歳以上
40歳～69歳

※41・46・51・
　56・61歳

800円
3,000円
200円
700円
100円
500円

無料

納入方法

受診当日に病院
窓口でお支払い
ください。

対象者に無料ク
ーポン券を郵送し
ますので、病院窓
口に提出してくだ
さい。

実施期間

5月15日

7月31日

5月15日

10月31日

受診方法

各種がん検
診票と大腸
がん検診の
便容器は検
診実施医療
機関にありま
す。直接、検
診実施医療
機関に受診
してください。

愛 生 病 院
伊 藤 内 科
岩 村 医 院
片山クリニック
小 寺 医 院
こ め の 医 院
杉山内科医院
羽島クリニック
ひらたクリニック

松波総合病院

吉 田 胃 腸 科

電　話

388‐3300
387‐2257
387‐0180
388‐8700
387‐4504
387‐6010
388‐3600
387‐6161
387‐3378
388‐0111

※午後2時30分から4時
30分までに健診科へ
電話予約してください。
387‐2217

所　在

円城寺
上本町
門 間
田 代
美笠通
米 野
奈良町
門 間
田 代

田 代

門前町

〜

〜

検診項目

○
○
○
○
○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○

○

胃がん 肺がん 大腸がん
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
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子 ど も 課
体育施設の
利用抽選会
体育施設の
利用抽選会
体育施設の
利用抽選会6月分

テニスコート
運 動 場

【月日】
【時間】

【場所】

5月25日（月）
午後7時30分～ テニスコートを利用の方
午後7時45分～ 運動場を利用の方
中央公民館

住宅性能保証制度
登 録 店

10年保証

本　　　社／〒501-6065  岐阜県羽島郡笠松町門間928-2
TEL：058-388-0607㈹  FAX：058-387-5115
岐阜営業所 ／ 羽島営業所 ／ 名古屋営業所

消火器から消防防災施工点検管理

妊娠を希望する方などの風しん・麻しん風しん混合ワクチンの接種費用助成 福祉健康課お知らせ

　「先天性風しん症候群」の発生を防止するため、風しんワクチン、または麻しん風しん混合ワクチンの
接種を、町内の指定医療機関で受けられる方に接種料を助成します。
【対 象 者】接種時に笠松町に住民登録があり、

・今までに風しんにかかったことがなく（不明を含む）、風しんワクチンを一度も受けたことがない方
・風しん抗体価検査結果がＨＩ法で１６倍以下の方
で、次のいずれかに該当する方
　①妊娠を予定・希望している女性        
　②妊婦健診で風しん抗体価検査の抗体価がＨＩ法で１６倍以下の妊婦の夫、または同居家族

【助 成 回 数】１回
【助成対象期限】平成２８年３月３１日
【指定医療機関】

【申請・接種方法】
①接種前に、福祉健康センターへ接種料助成の申請をする。
　〈申請時の持ち物〉 ・印鑑
 ・「岐阜県風しん抗体委託検査申込（問診）票兼結果票」、または風しん抗体
  検査結果のわかるもの。
②指定医療機関に接種の予約をする。
③指定医療機関で接種を受ける。（接種料は医療機関窓口で無料となります）
　〈接種時の持ち物〉 ・町が交付する「笠松町妊娠希望者等風しんワクチン接種料助成金交付決
  定通知書」と「助成対象者証」
 ・風しん・麻しん風しん混合予防接種予診票（助成対象者証の裏面）
 ・健康保険証（住所の確認をします）

【注意事項】
・妊娠している方は、予防接種はできません。       
・女性はあらかじめ１か月間避妊した後接種してください。また、接種後２か月間は避妊が必要です。
・風しん・麻しん風しん混合ワクチン接種は予防接種法に基づかない任意接種になります。接種により
何らかの健康被害が生じた場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の医薬品副作用被
害救済制度により救済されます。また、町では「全国町村会総合賠償補償保険」に加入しています。
健康被害を受けた場合は、救済の対象となる場合があります。        
・この助成は、平成２７年４月１日から２８年３月３１日までのものでありますが、２６年度に申請され、２７年
度に接種された方も対象になります。        

【申請・問合先】福祉健康課

医療機関名 所在 電　話 医療機関名 所在 電　話 医療機関名 所在 電　話
伊 藤 内 科
岩 村 医 院
片 山 クリニック
小 寺 医 院

こ め の 医 院
杉 山 内 科 医 院
羽 島クリニック
ひらたクリニック

まつなみ健康増進クリニック
松 波 総 合 病 院
吉 田 胃 腸 科

上 本 町
門 間
田 代
美 笠 通

米 野
奈 良 町
門 間
田 代

泉 町
田 代
門 前 町

387‐2257
387‐0180
388‐8700
387‐4504

387‐6010
388‐3600
387‐6161
387‐3378

388‐0111
388‐0111
387‐2217
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つみきとえいご

【申込期間】
【問 合 先】

　町では地震に備えるため、昭和５６年５月３１日
以前に着工された木造一戸建て住宅の耐震診
断を希望される方に、無料で専門家を派遣し、耐
震診断と耐震補強のアドバイスを受けられる制度
を行っています。
　また、昭和５６年６月１日以降に着工された木造
住宅の耐震診断と、昭和５６年５月３１日以前に
着工された木造以外の建築物の耐震診断、昭和
５６年５月３１日以前に着工された木造住宅の耐震
補強の費用の一部を助成する制度を設けてい
ます。

５月７日～１２月２８日
建設課

建築物の耐震化制度
建設課

お知らせ

【助成対象】

【対象となる治療】
【対 象 者】

【所得制限】

【助成の額】

【助成期間】

【申請書類】

【申請期間】

【申請・問合先】

　町では、不妊治療を受ける夫婦の経済的負担
の軽減のため、人工授精にかかる保険適用外の
一般不妊治療費の一部を助成します。

平成２７年４月１日以降に開始した治療
人工授精（検査を含む）

　　　　一般不妊治療の開始時点で夫婦
（事実婚も含む）であり、治療期間と申請日のい
ずれにおいても夫または妻のどちらか一方が笠
松町に住所を有する方（夫婦の住所が異なる
場合は、他の市町村で重複して申請をしていな
い方、事実婚の場合は住所が同じ方に限る）
　　　　夫婦の前年（申請日が１月～５月の場
合は前々年）の所得の合計が７３０万円未満
　　　　１年度につき、本人負担額（注１）として
支払った額の２分の１の金額（上限５万円）
（注１）医療保険各法の適用とはならない医療
を受けた場合に負担する額
　　　　一般不妊治療の事前検査などを開始
した月から継続する２年間まで

①笠松町一般不妊治療（人工授精）助成事
　業申請書
②笠松町一般不妊治療（人工授精）助成事
　業受診等証明書
③申請しようとする治療にかかる領収書などの原本
④夫と妻の所得課税証明書
⑤住所地を証明する書類
⑥請求書
※④、⑤の書類は、町が住民基本台帳、課税
　台帳を閲覧することに同意された場合不要
　です。
※申請書などの様式は、町ホームページから
　ダウンロードできます。
　　　　平成２７年度は、平成２７年４月から
平成２８年２月までの診療分を平成２７年４月
から平成２８年３月までに申請してください。

福祉健康課

一般不妊治療（人工授精）
助成 福祉健康課

お知らせ

月日（曜）

5月

6月

19日（火）

25日（月）

4日（木）

16日（火）

受付時間
9:00～10:00
10:30～11:00
13:０0～1４:３0
15：００～1５:３0
9:00～10:０0
1０:３0～1１:３0
13:０0～14:０0
1４:30～1６:00
９:00～1０:０0
1０:30～1１:３0
9:00～10:０0
1０:３0～1１:３0
1３:０0～1４:00
14:30～16:00

場　　所
春日神社（門間）
北門間会館（門間）
松枝公民館（長池）
児神社（北及）

スポーツ交流館（江川）
米野会館（米野）

穴太部神社(上柳川町）
中央公民館(常盤町）
福祉会館（東陽町）
下羽栗会館（中野）
笠松町役場（司町）
厚生会館（瓢町）
児童館（田代）

福祉健康センター（長池）

【対 象 者】

【検 診 料】
【日時・場所】

【問 合 先】

　申込みをされている方には、検診票を郵送しま
す。また、申込みをされていない方も受診できます
ので、直接会場へお越しください。

６５歳以上の方
（昭和２６年４月１日以前に生まれた方）
無料

福祉健康課

結核住民検診 福祉健康課お知らせ
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【日　　時】
【場　　所】
【対 象 者】
【問 合 先】

　児童館ボラクラブの子どもたちが、幼児親子や
小学生の皆さんと一緒になって遊ぶ「あそびの
広場」を開催します。

５月１６日（土） 午前１０時～１１時
児童館 遊戯室
幼児親子・小学生
児童館

あそびの広場 児童館お知らせ

【日　　時】

【場　　所】
【参 加 料】
【内　　容】

【申込要件】

【申込期限】
【申込・問合先】

６月７日（日）午後０時３０分～３時３０分
（受付終了　午後３時）
中央公民館
無料

　　　　　中学生以下のフッ化物塗布、クイズ
ラリー、人形劇、かみかみセンサー、ＲＤテスト、
歯の健康優良児などの表彰、歯の絵画・ポスター
の展示、はつらつ高齢者のよい歯のコンクールなど
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせてご
来場ください。
◎はつらつ高齢者のよい歯のコンクール

７５歳以上で自分の歯が２０本以上
あり、歯の健康に自信のある方
５月２５日（月）
福祉健康課

第２６回歯と口の健康フェスティバル
羽島口腔保健協議会

お知らせ

狂犬病予防集合注射と
犬の登録 環境経済課

【日時・場所】

【料　　金】

【注意事項】

【問 合 先】

　犬の飼い主には、「狂犬病予防法」により生後
91日以上の犬の登録と、年1回の犬への予防注射
が義務付けられています。また、他市町村で登録
した犬でも引っ越しなどで笠松町に所在地が変更
になった場合、登録変更の手続きが必要です。

・注射料金 ２,６００円
・注射済票交付手数料 ５５０円
・新規登録（未登録の方のみ） ３,０００円

・登録済みの飼い主あてに、 「狂犬病予防注射
問診票」の付いた狂犬病予防注射案内ハガキ
を通知します。問診票は事前に記入を済ませ、
注射当日は必ずハガキを持参してください。
・町が実施する注射を受けられない場合には、
必ず動物病院で受けてください。
・会場でのフンの後始末は飼い主の方が必ず行
ってください。

環境経済課

月日（曜）

5月

14日（木）

15日（金）

時　　間
10：00～11：00
13：00～13：40
10：00～10：30
11：00～11：40
13：00～14：00

場　所
役場（西駐車場）
松枝公民館
松枝公民館
中央公民館
下羽栗会館

お知らせ

雑誌のリサイクル配布
教育文化課

【日　　時】

【場　　所】

【問 合 先】

　図書室では、昨年度にご愛読いただいた雑誌
を進呈する「雑誌のリサイクル配布」を実施しま
すので、ぜひご利用ください。

５月９日（土）～１７日（日）
午前９時～午後４時３０分
中央公民館図書室
松枝公民館ロビー
総合会館ロビー
教育文化課

お知らせ

「人権擁護委員の日」
特設人権相談所開設 福祉健康課

【相談日時】
【場　　所】
【問 合 先】

　人権問題や悩みごとなど、人権擁護委員が相
談に応じます。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。

６月１日（月）午前１０時～午後３時
福祉会館
・福祉健康課
・岐阜地方法務局人権擁護課
　☎２４５-３１８１

お知らせ
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　「輪」をテーマに中央公民館で開催されます。
【日時・場所】

※開催中は、2階茶華道室に休憩室を用意します。
【問 合 先】町文化協会事務局（中央公民館内）

かさまつ文化フェスタ2015
町文化協会

月日（曜）

5月

16日
（土）

17日
（日）

内　容
作品展示
本の交換会
作品展示
本の交換会
ステージ
発表
呈茶席（要呈茶券）

時　間

9：30～17：00

9：30～16：00

10：00～16：00頃

場　所
1・2階各室
2階

1・2階各室
2階

3階大ホール

3階ロビー

お知らせ

　納期限までに納めましょう。
　詳しくは、納税通知書（５月７日発送予定）を
ご覧ください。
【問 合 先】岐阜県自動車税事務所
　　　　　☎279-3781

自動車税の納期限は６月１日（月）です

【受講種目】

【対 象 者】
【受 講 料】
【申込期間】
【申 込 先】

【問 合 先】

　県内に住む、ひとり親家庭の親を対象に、就業
を支援するための講習会を開催します。

・介護職員初任者研修
・医療事務講習
・クラウドソーシング
ひとり親家庭の親　約２６人
無料（ただし教材費は本人負担）
５月１４日（木）～２９日（金）
岐阜地域福祉事務所 ☎２７２-１９３０

※抽選により講習会受講者を決定し、面接を行います。
※受講者には、自立・就業を支援する「ひとり親自立支援
プログラム策定事業」にご協力をいただきます。

岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センター
☎２６８-２５６９

就業支援講習会
県ひとり親家庭等就業・自立支援センター

読み聞かせボランティア
養成講座 かみふうせん

【日  時】

【場　　所】
【テ ー マ】

【講　　師】
【参 加 料】
【定　　員】

【申込・問合先】

　読み聞かせボランティア「かみふうせん」では、
中央公民館や、町内小中学校などでおはなしかい
を開催しています。
　今回は、つい難しく考えてしまう読み聞かせ用
の絵本の選び方を学びます。
　ボランティアに関心のある方だけでなく、どなた
でも参加できます。

５月２８日（木）
午前１０時～１１時３０分
中央公民館 学習室１
『絵本選びはむずかしくないよ
            ～子育ての中の絵本～』
元愛知県美和町図書館員 山口 陽子 氏
無料
３０人

※託児は設けませんので、ご了承ください。
中央公民館

募 集

５月２７日に緊急地震速報の
伝達試験を実施します総務課

【日  時】
【試験の内容】

【問 合 先】

　地震や武力攻撃などの災害時に、国から送
られてくる緊急情報を、全国瞬時警報システム
（Jアラート<注1>）により皆さんにお伝えするための
試験を行います。

５月２７日（水） 午前１０時１５分ごろ
各家庭の個別受信機と屋外スピーカー
から、緊急地震速報の試験放送が
一斉に流れます。

※笠松町以外の地域でも、全国的に同様な情報
　伝達試験が実施されます。
<注1> Jアラートとは、地震や武力攻撃などの緊急
　  情報を、国から市町村へ人工衛星などを通じ
　  て瞬時に伝達するシステムのことです。

総務課

お知らせ

募 集



【問 合 先】自衛隊岐阜地方協力本部岐阜募集
案内所 ☎２６２-１８１８

自衛隊セミナー
自衛隊岐阜地方協力本部

開催日 時　間 場　所

2日
（土）

16日
（土）

31日
（土）

5
月

13：30

～

16：30
中　央
公民館

松　枝
公民館

厚生
会館

9：30

～

12：10

内　　容

15：00

～

17：00

参加対象

小学生
～２６歳
（保護者
同伴、保
護者の
みも可）

小学生
以　上

お知らせ

※内容は変更する場合があります。

【応募資格】

【募集人員】
【委嘱期間】

【募集期間】
【問 合 先】

２０歳以上で川に接する機会が多く、
河川愛護に関心のある方。
５人
７月１日～平成２８年６月３０日

※ただし、制度改正などにより期間満了前に委嘱
　を終了する場合があります。

５月７日（木）～２２日（金）
国土交通省木曽川上流河川事務所
占用調整課 ☎２５１-１３２６

よりよい川づくりのための
河川愛護モニター 国土交通省

募 集

【日　　時】

【場　　所】

【参加資格】
【種　　目】

【参 加 費】

【申込期限】
【申 込 先】

５月３１日（日） 午前９時～
《予備日６月１３日(土)》
笠松町運動公園内グラウンド・ゴルフ場
と運動場
町内に在住・在勤の方（小学生以上）
①一般大会（個人）
②町内対抗大会
１人１００円

（協会役員へ申込み時に納付または大会当日徴収）
５月１０日(日)
町体育協会事務局（中央公民館内）

第３３回町民グラウンド・
ゴルフ大会 町体育協会

募 集

【日　　時】
【場　　所】
【参加資格】

【参 加 費】

【申込期限】
【申 込 先】

６月７日（日） 午前９時～
笠松小学校運動場
町内に在住・在勤の方（１チーム３人）
１人でも出場可　　　　　　
１チーム（３人）３００円※１人１００円
（大会当日徴収）　　　　　　　　
５月２２日（金）
町体育協会事務局（中央公民館内）

第１４回町民ペタンク大会
町体育協会

募 集

①ＤＶＤ放映
・陸海空自衛隊概要
に基づく説明
②平成２７年度入隊者・
入校者との懇談
③入隊に関する勉強会
④ペーパークラフト作成

①ＤＶＤ放映
・日本の災害派遣の
歩み
・サンダーバードVS
ブルーインパルス
②防災・装備品パネ
ル展示

①ＤＶＤ放映
・日本のＰＫＯ１０年
の歩み
②防災・装備品パネル
展示
③現職自衛官の講話
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【日　　時】
【場　　所】
【定　　員】
【受 講 料】

【申込期限】

【申込・問合先】

５月２９日（金）午前９時～午後４時
郡広域連合消防本部３階
２０人
会員１，５００円 一般３，０００円

※別にテキスト代１，５００円がかかります。
５月２８日（木）

※申込用紙は、郡広域連合消防本部予防課に
あります。
※第１回の試験願書は、５月７日（木）から１５日（金）
まで岐阜県消防試験センターで受け付けてい
ます。

羽島郡危険物安全協会事務局
（羽島郡広域連合消防本部予防課内）
☎３８８-１１９８

乙種第4類危険物取扱者試験の
郡準備講習会 郡危険物安全協会

募 集



【日　　時】
【場　　所】
【参加資格】
【種　　目】

【参 加 費】
【申込期限】
【申 込 先】

第４０回町民剣道大会
町体育協会

６月１４日（日） 午前８時４５分～
町民体育館１階　剣道・卓球場　　
町内に在住・在勤・在学の方
①一般・高校男子の部
②一般・高校女子の部
③中学男子１・２年生の部、３年生の部
④中学生女子の部
⑤小学生高学年、低学年の部

※各種目は、参加人数の都合により変更すること
　があります。

１人１００円（大会当日徴収）　
６月９日（火）
町体育協会事務局（中央公民館内）

募 集

【日　　時】
【場　　所】
【参加資格】
【種　　目】

【参 加 費】
【申込期限】
【申 込 先】

第２９回町民テニス大会
町体育協会

６月１４日（日） 午前９時～
緑地公園内テニスコート
町内に在住・在勤の方
ダブルス（１人でも出場可）
ただし、1人１種目　

①小学生男子の部　　②小学生女子の部
③中学生男子の部　　④中学生女子の部
⑤初心者男子の部　　⑥初心者女子の部
⑦一般男子の部　　　⑧一般女子の部
⑨壮年男子（４５歳以上）の部
⑩壮年女子（４０歳以上）の部

１人１００円（大会当日徴収）
６月８日（月）
町体育協会事務局（中央公民館内）

募 集

【日　　時】
【場　　所】
【参加資格】

【参 加 費】
【申込期限】
【申 込 先】

６月２１日（日） 午前８時３０分～
米野ゲートボール場　　　　　
町内に在住・在勤の方で編成された
チーム
１人１００円（大会当日徴収）
５月２９日（金）
町体育協会事務局（中央公民館内）

第１３回町民ゲートボール大会
町体育協会

募 集

【日　　時】
【場　　所】
【参加資格】
【種　　目】
【参 加 費】

【申込期限】
【申 込 先】

【日　　時】
【場　　所】

６月２８日（日） 午前９時～
町民体育館２階 競技場　
町内に在住・在勤の方
混成の部・女子の部
１チーム５００円
（組み合わせ抽選会時に徴収）
６月１１日（木）
町体育協会事務局（中央公民館内）

◎組み合わせ抽選会
６月１５日（月） 午後７時３０分～
中央公民館 １の１

第１９回町民ソフトバレーボール大会
町体育協会

募 集

【日　　時】

【場　　所】
【参加資格】

【参 加 費】

【申込期限】
【申 込 先】

【日　　時】
【場　　所】

７月５日、１２日、１９日の日曜日
午前８時４５分～
勤労青少年運動場
町内に在住・在勤の方で、原則町内会
単位で構成されたチーム（２０人以内）
１町内２チームまで
１チーム２,０００円
（組み合わせ抽選会で徴収）
６月５日（金）
町体育協会事務局（中央公民館内）

◎組み合わせ抽選会
６月１２日（金） 午後７時３０分～
中央公民館 集会室

第６４回町民軟式野球大会
町体育協会

募 集

春の全国交通安全運動
５月１１日（月）～２０日（水）

運動の基本「子供と高齢者の交通事故防止」
交通事故死ゼロを目指す日

５月２０日（水）
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【新 名 称】
【開 館 日】

歴史未来館が開館します
歴史民俗資料館

　建て替えのため休館中の歴史民俗資料館が
名称を改め、来月オープンします。展示内容も大き
く変わりますので、ぜひご来館ください。

笠松町歴史未来館
６月６日（土）

【募集選手】

【日　　時】

【参加資格】

【申込期限】

【申込・問合先】

　羽島郡から１１人（補欠を含む）の代表選手を
募集します。

○高校生　男子（選手２人＋補欠１人）
　　　　　女子（選手１人＋補欠１人）
○一　般　男子（選手１人＋補欠１人）
　　　　　女子（選手１人＋補欠１人）
　※一般女子は高校生でも可
○４０歳以上（選手１人＋補欠１人）
　※男女は問いません
　※小中学生の選手は、郡内各小中学校を通し

て募集します。郡内在住で、郡外の小中学校
に在籍している方は、郡体育協会事務局ま
でお問い合わせください。

１０月１８日（日） 午前9時30分スタート
【コースと区間】岐阜県庁～羽島市文化センター
折り返し２往復　４２．１９５km
　※第１区　高校女子　　　４．６km　募集
　　第２区　中学女子　　　２．２km
　　第３区　小学男子　　　１.５km
　　第４区　中学男子　　　２．７km
　※第５区　４０歳以上　　  ３．０km　募集
　※第６区　一般男子　　　７．２km　募集
　※第７区　高校男子　　　４．６km　募集
　　第８区　中学女子　　　２．２km
　　第９区　小学女子　　　１．５km
　　第１０区　中学男子　　　２．７km
　※第１１区　高校男子　　　４．６km　募集
　※第１２区　一般女子　  ５．３９５km　募集

・郡内に在住・在勤・在学の方
　ただし、一般・学生は、他県在住者・出身者で
あっても、出身中学校または高等学校所在地が
郡内であれば出場を認めます。
・高校生は、保護者の同意を得られる方

６月３０日（火）
詳細は、申込み後に案内します。
羽島郡体育協会事務局
（羽島郡二町教育委員会）
☎２４５-１１３３

「第７回ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会」
郡代表選手　 郡体育協会

募 集
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名馬、名手の里　ドリームスタジアム

5月の開催日程
1（金）.11（月）.13（水）.14（木）.15（金）.25（月）.27（水）.28（木）.29（金）

お知らせ

がんばれFC岐阜
京都サンガF.C.
愛媛ＦＣ

５/  ６（水・祝）13時から
５/１０（日）    19時から

5月の日程 ホーム長良川競技場

笠松町ホームタウンデーの日

５/２４（日）    19時から 大宮アルディージャ
５/３１（日）    18時から 水戸ホーリーホック

～あなたの力を消防団に～

消防団員募集
女性の方　歓迎します

【問合先】 総務課

ジュビロ磐田７/２２（水）    19時から

5/15（金）
東海クラウン
5/25（月）
Ａ・Ｇ・Ｉ競走
5/29（金）
東海クラウン

笠松けいば テレビ中継
４月３０日（木）オグリキャップ記念
５月２５日（月）第６回A・G・I 競走
６月１８日（木）スポーツニッポン杯サマーカップ
■放　送　CCNチャンネル長良川１１ｃｈ
　　　　　１０：３０～１７：００
■問合せ　CCN ０１２０-３４４-８９３

http://www.kasamatsu-keiba.com



日 医 療 機 関 名 所　　在 電　　話
3

4

5

6

10

17

24

31

渡 辺 小 児 科

赤座医院上印食診療所

伊 藤 内 科

岩 村 医 院

お お し ろ 内 科

岡 山 クリニック

片 山 クリニック

河合内科クリニック

岐 南 町 八 剣

岐南町上印食

笠松町上本町

笠 松 町 門 間

岐 南 町 野 中

岐 南 町 徳 田

笠 松 町 田 代

岐 南 町 八 剣

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

２４６-８８８２

２４７-２６２６

３８７-２２５７

３８７-０１８０

２４９-１３６６

２６８-０３０７

３８８-８７００

２４７-６６３０

日 医 療 機 関 名 所　　在 電　　話
3

4

5

6

10

17

24

31

久 納 歯 科 医 院

小 島 歯 科 医 院

秋 田 歯 科 医 院

はる歯科クリニック

さ く ら 歯 科

ゴトウ歯 科 医 院

小 島 歯 科 医 院

秋 田 歯 科 医 院

笠松町下本町

笠松町奈良町

岐 南 町 三 宅

岐南町みやまち

笠 松 町 門 間

岐 南 町 八 剣

笠松町奈良町

岐 南 町 三 宅

３８７-２０５１

３８７-２８４８

２４７-１１９６

２７３-２３００

３８７-９１１４

２４６-７２１５

３８７-２８４８

２４７-１１９６

内　　容 日（曜日） 受付時間 場　所

■保健（健診・予防接種・相談・教室など）■休日急病診療（内科・歯科）
　受診の際は必ず健康保険証をご持参ください。
　なお、当番医が急用などで変更する場合があ
りますので、前もって役場で確認してください。
○その他の医療機関問合先
　羽島郡地域救急医療情報センター☎３８８-３７９９
　（羽島郡広域連合消防本部内）
〔内科系〕診療時間　午前９時～午後２時
◆在宅当番医一覧表

◆二次的病院は、すべての日程とも松波総合病院
（田代☎３８８-０１１１）です。
※入院を必要とされる方は、二次的病院に入院できます。
〔歯科系〕診療時間　午前９時～午後１時
◆在宅当番医一覧表

１３：１０～１３：５０

　９：２０～  ９：４０

　９：２０～  ９：３０

９：３０～１１：００

１３：００～１４：３０

９：３０～１１：００

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１３：００～１４：３０

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１０：３０～１１：３０

１４：００～１５：３０

 
１３：３０～１５：１５

 
９：３０～１１：１５

 １３：３０～１５：１５

 １０：００～１１：３０

１３：３０～１５：１５

乳児健康診査

お誕生教室

にこにこ教室

歯みがき教室

健康相談

転倒予防教室

13日（水）

14日（木）

28日（木）

26日（火）

22日（金）

12日（火）

27日（水）

12日（火）

13日（水）

20日（水）

27日（水）

12日（火）

20日（水）

27日（水）

27日（水）

7日（木）

21日（木）

7日（木）

20日（水）

12日（火）

20日（水）

13日（水）

27日（水）

26日（火）

8日（金）

11日（月）

18日（月）

28日（木）

29日（金）

福祉健康センター

第一保育所

下羽栗会館

福祉健康センター

下羽栗会館

福祉会館

福祉健康センター

総合会館

福祉健康センター

福祉会館

福祉健康センター

月5 の お 知 ら せ

1歳6か月児
健康診査・フッ化物塗布

育児相談
マタニティ相談

貯筋（ちょきん）くらぶ
～筋力アップ教室～

ふれあいひろば
～認知症：閉じこもり予防教室～

はつらつ健診・
骨粗しょう症検診
肝炎ウイルス検査

骨こつストレッチ
～畳の上で行う
　　　ストレッチ～

3歳児
健康診査・フッ化物塗布

■献血
　みなさんのあたたかい思いやりが、
助け合いの輪を広げます。ぜひ献血
にご協力をお願いします。

【問 合 先】福祉健康課

月日（曜日） 場　　所時　　間
丸 十 産 業 ㈱

㈱ 加 藤 組

（下柳川町）

（円城寺）

9:00～10:00

11:10～12:105月21日（木） 

13:45～16:00 ㈱ 光 製 作 所（ 中 野 ）

（はつらつ健診）     
８：１５～１０：４５
（骨粗しょう症検診）
１０：００～１１：００
（肝炎ウイルス検査）
１０：３０～１１：００

30

■子育てサロン「みんなで遊ぼっ」

【日　　時】
【場　　所】
【対 象 者】

【問 合 先】

♪あそびの広場♪
５月１３日（水） 午前１０時～１１時
第一保育所
乳幼児と保護者

※育児・マタニティ相談もあわせて行いますので、
　相談される方は母子健康手帳をお持ちください。
※車でお越しの方は、中央公民館駐車場をご利用
　ください。

子育て支援センター
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【問 合 先】収納管理課

31

■相談

図書室からのお知らせ

■グループワーク

【日　　時】
【場　　所】
【内　　容】
【持 ち 物】
【参 加 費】
【申込期限】
【申込・問合先】

　精神障がいの方やこころの悩みをお持ちの方
の憩いと交流の場です。

５月２１日（木）午前１０時～午後１時
福祉健康センター
調理
エプロン・タオル
２００円
５月１４日（木）
福祉健康課

■こころの巡回相談・障がい者就労体験

【日　　時】
【場　　所】
【申込期限】
【申込・問合先】

　地域活動支援センターの精神保健福祉士など
が、相談に応じます。精神障がいの方の就労体
験も開催します。

５月２７日（水） 午後１時３０分～２時３０分
福祉健康センター
５月２０日（水）
福祉健康課

第3日曜日は家庭の日

■今月の納税・納付

家族みんなで、野や山に出かけ、
自然に親しみましょう。

今 月 の テ ー マ

５月１7日（日）は、家庭の日です。心豊かな明るい
家庭づくりをしましょう。

軽自動車税   全期分
水道料金下水道使用料 １期分
保育料   ５月分
放課後児童クラブ利用料 ５月分

納期限 6月1日（月）
期限内納付にご協力ください。

納付相談も行っていますので、ご相談ください。

人権擁護委員
　保母  勝壽（弥生町）　　則竹 　緑（東陽町）
　廣瀨とし子（長　池）　　道家 嗣典（門　間）
　杉山  詞一（円城寺）　　三輪 　恵（円城寺）
在宅相談　担当地域民生委員

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修 宮川町５７ ☎387‐3718
　川口　淑 門間６６６ ☎388‐2178

在宅相談　身体障害者相談員
　河尻和男 北及１９０２ ☎387‐5788
　堀場靖隆 円城寺９２９ ☎388‐3791
　早水春生 西宮町１３１ ☎388‐0029
　岩田賢一 田代９５０‐１ ☎388‐0068

在宅相談　知的障害者相談員
　樋口一子 北及１５７８-２ ☎388‐3705

人権よろず相談

心配ごと相談

行 政 相 談

身体障がい者
相談

知的障がい者
相談

9：00～15：00

13：30～16：00

役場
環境経済課消費生活相談

内　　容 日（曜日） 受付時間 場　所

11日（月）

18日（月）
8日（金）

13日（水）

20日（水）

法 律 相 談・
悩みごと相談

（県弁護士会所属弁護士）
13：00～15：00 福祉会館

福祉会館

・今月のお休み

・おはなしかい

ありません
（中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室）

９日（土） 午前１０時３０分～
中央公民館音楽室
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歴史民俗資料館 閉　　　鎖　　　中

民生委員・児童委員の日
　民生委員・児童委員、主任児童委員は、地域
のボランティアとして活動しています。地域住
民である皆さんと同じ立場で相談にのり、必要
に応じて行政や関係機関へつなぐ役割、福祉
支援制度などの紹介をします。
　介護の悩みや子育ての不安、学校生活など
での心配ごとはありませんか。
　お住まいの地区の民生委員・児童委員へご
相談ください。お住まいの地区の委員がわから
ない場合は、福祉健康課へおたずねください。
　民生委員・児童委員には守秘義務があり、
秘密は守られます。

【問 合 先】福祉健康課

５月１２日（火）は

納税には便利な「口座振替納付」をご利用くだ
さい。軽自動車税は「コンビニ納付」もご利用い
ただけます。
※コンビニでの取り扱いは、納期限まで、一回の納付
　額が30万円以下の場合のみ



ご存知ですか？「学生納付特例制度」と
「若年者納付猶予制度」
　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
【対象となる学生】
　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校や各種
学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方。夜間・定時制課
程や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象となります。
【学生納付特例の承認期間】
　４月から翌年３月まで
　※次の年度も在学予定である場合、４月に再申請の用紙が郵送されますので、引き続き学生であれ
　　ば、必要事項を記入しご返送ください。

　また、学生でない３０歳未満の方は、本人と配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保
険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があります。
　これらの制度の申請を行わず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故などにより障がいが
残った場合に、障害年金を受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額
には反映されません。就職などで収入が得られるようになった場合は、将来受け取る年金を増額する
ため、１０年以内であれば、保険料を納めることができる「追納制度」を利用されることをお勧めし
ます。

消火器の廃棄方法火 の 用 心
羽島郡広域連合　☎388‐1198
消防署消防署

　自宅に古くなった消火器はありませんか？
　皆さんのご家庭で使用している消火器には、使用期限（有効期限）が明記されています。使用
期限が過ぎたり、容器本体が腐食し不要となった消火器によって不法投棄や破裂事故などが発生
しないように適切に回収されるシステムが構築されています。
　ここ数年でも、長期間屋外に放置され腐食した消火器による破裂事故で負傷者が発生していま
す。命を守るための消火器で命を落とすことがないように適正に維持管理し、不要になった場合は
自分で廃棄するのではなく、リサイクルを行うようにしましょう。
リサイクルの方法
① 特定窓口に引き取り依頼するもの
② 指定引き取り場所へ持ち込むもの
③ ゆうパックによる回収を依頼するもの
　詳しくは、次の連絡先にお問い合わせください。
消火器リサイクル推進センター（日本消火器工業会）
　☎０３-５８２９-６７７３　時間 午前９時～午後５時（土・日・祝日、年末年始除く）
注意
・消防署や役場では不要となった消火器の回収は行っていません。
・エアゾール式消火器は、リサイクルできないので、スプレー缶として処分してください。

国民年金
〈問合先〉岐阜南年金事務所

☎273‐6161
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気軽に楽しく和太鼓とふれあおう！まかな 笠松清流太鼓

人　口
男
女
世帯数

人
人
人
世帯

）
）
）
）

0
3
3
28

減
増
増

（
（
（
（

前月比

まちの人口
平成27年4月１日現在

22,504
10,846
11,658
8,614　

ホームページアドレス http://www.town.kasamatsu.gifu.jp/

この広報紙は再生紙を使用しています。

おなまえ 市岡 侑大（江川）
くん

い ち お か ゆ う た

おなまえ 勝本 恵茉（長池）
ちゃん

か つ も と え ま

勝本一平・明日香さんの子
平成26年5月16日生

おにいちゃんとおねえちゃんのことが

大好きなえまちゃん。仲良くいっぱいあそぼうね！

「こんにちは」コーナーの
 赤ちゃんを
 募集します

応募対象　平成26年7月生まれの赤ちゃん
応募期限　5月29日（金）（応募者多数の場合は抽選）
応募方法　写真とコメントをご持参のうえ企画課まで
　　　　　お越しください。
詳しくは企画課広報担当までお問合せください。

●発行・編集／笠松町・企画課 〒５０１‐６１８１ 岐阜県羽島郡笠松町司町１ ☎058-388-1113  FAX.058-387-5816

市岡和幸・美佳さんの子
平成26年5月8日生

　採用された場合は、「かさまるグッズ」をプレゼント。
【応募期限】５月２５日（月）
【応募方法】作品と応募用紙（町ホームページからダウンロードできます）を企画

課へ持参、郵送、メールで送信。作品は約20cmの正方形の用紙に
手書きか、画像ファイル（Jpeg形式かGif形式）どちらでも構いません。

【選定方法】企画課で決定
【応募・問合先】企画課　E-mailアドレス：kikaku@town.kasamatsu.lg.jp

町マスコットキャラクター「かさまるくん・かさまるちゃん」
7月号広報紙の表紙イラストを募集します

いつも元気をくれてありがとう。

大好きだよ。大きく育ってね。

　笠松清流太鼓は、平成５年に結成し、昨年２０周年記
念公演を開催することができました。
　主な演奏活動は、春まつり、川まつり、リバーサイドカーニ
バルを中心に、昭和村や福祉施設などでも行っています。
　メンバーは、子どもから大人まで楽しく活動しています。
　「和太鼓に興味がある」「体力をつけたい」と思っている
方、一度見学に来てください！お待ちしています！！
【活動日】毎週火・金曜日　午後７時～９時
【場　所】南体育館
【連絡先】町商工会　☎３８８-２５６６（代）

34 平成27年5月1日■第1056号
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